
（別紙４）

～ 8年　2月　13日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

～ 8年　2月　13日

（対象者数） 10 （回答者数） 10

～ 8年　2月　26日

（対象数） 9 （回答数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

訪問支援に行った際、少しでも児童に還元できるよう常に勉

強しておく必要があると感じます。

2

スタッフの資質向上のため、研修機会等を積極的に設けま

す。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

法⼈など、外部でも利⽤できそうな支援があればご案内して

いきます。

2

施設等の困りごとにも適切な助言ができるよう、事業所内で

情報を共有し、対応していく

3

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービスkawaii

○保護者評価実施期間 8年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

8年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 8年　3月　2日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 8年　2月　1日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者支援の機会が少ないです。 お⼦さんへの支援を中⼼として、各ご家庭への個別的な対応が

基本となっているため、保護者支援について検討する機会があ

りませんでした。

情報共有が中⼼となっており、助言が上手く伝えられていませ

んでした。

利⽤児童についてのアセスメント、目標の把握といった点にお

いて課題があります。

連絡手段を使って保護者様と身近に連絡を取ることができるこ

と。

ご家庭での様⼦やご希望を伺いながら、無理のない形で成長を

サポートできるよう工夫しています。

利⽤者の満足度が高いこと。 お⼦さんの意向をできるだけ反映した支援を⼼掛けています。

事業所における自己評価総括表公表


